
五
大
力
菩
薩

の
曼
茶
羅

に
つ
い
て

1

仁
王
経
曼
茶
羅
の

一
形
態
―

井

ノ

上

(下
松
)

徹

仁
王
経
曼
茶
羅
の
中
尊
と
な

る
尊
像
は
、

一
、
五
方
菩
薩

(般
若
菩

薩
)、

二
、
五
大
明
王

(不
動
明
王
)、

三
、
五
大
力
菩
薩

で
あ
る
。

仁

王
経
曼
茶
羅
は
、
不
空
訳
と
さ
れ
る

『
仁
王
経
儀
軌
』
を
典
拠
と
し
て

わ
が
国

で
考
案
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
同
儀
軌
に
五
大
力
菩
薩
の
名
を
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
五
大
力
菩
薩
は
、
羅
什
訳
と
さ
れ
る

『旧
訳
仁

王
経
』

「受
持
品
」
に
説
か
れ

る
尊
像
で
、
本
来
、
方
位
を
持
た
ず
、

曼
茶
羅
的
な
配
置
法
も
と
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
五
大
力
菩
薩
は
、
不
空
訳
と
さ
れ
る

『
新
訳
仁
王
経
』

「奉
持

品
」、
『
仁
王
経
儀
軌
』
所
説

の
五
方
菩
薩
と
対
応
関
係

を
も

つ

と
い
う

説
が
台
密
の
間
で
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
説
で
注
目

す
べ
き

は
、
五
方
菩
薩
の
方
位
に
よ
り
、
五
大
力
菩
薩
を
曼
茶
羅
上
に

ア
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
台
密
の
五
大
力

菩
薩
を
中
尊
と
す
る
仁
王
経
曼
茶
羅
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

一

『
旧
訳
仁
王
経
』

の
五
大
力
菩
薩

と

『新
訳
仁
王
経
』

の
五
方
菩
薩

と
を
対
応
関
係
に
置
く
と
い
う
伝
統
は
、
台
密
に
お
い
て
早
く
か
ら
あ

つ
た
。
そ
れ
は
五
大
院
安
然

(八
四

一
～
九

一
五
頃
)
述
と
さ
れ
る
(
1
)

『瑜
…

紙
経
疏
』
三
か
ら
窺
え
る
。

表

一
、
安
然
説
に
よ
る
新

・
旧
五
菩
薩
の
対
応
関
係

五
方
菩
薩

五
大
力
菩
薩

東
方
金
剛
手
菩
薩

一
金
剛
吼
菩
薩

南
方
金
剛
宝
菩
薩

二
龍
王
吼
菩
薩

西
方
金
剛
利
菩
薩

三
無
畏
十
力
吼
菩
薩

北
方
金
剛
薬
叉
菩
薩

四
雷
電
吼
菩
薩

中
方
金
剛
波
羅
蜜
多
菩
薩

五
無
量
力
吼
菩
薩

し
か
し
、
安
然
説
の
時
点
で
、
直
ち
に
五
大
力
菩
薩
を
中
尊
と
す
る

仁
王
経
曼
茶
羅
が
考
案
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
台
密

の
学
匠
の
中
に
は

二
五
九
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五
大
力
菩
薩
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て

(井
ノ
上
)

こ
の
安
然
説
を
支
持
し
な
い
も
の
も
あ
る
。

 
 

例
え
ば
、

承
澄

(
一
二
〇
五
～
一
二
八
二
)
撰
の
(
2
)

『阿
娑
縛
抄
』
七
三

に
引
く
聖
昭

(
一
〇
六
〇
頃
)
の
伝
に
よ
る
と
、
智
泉
房
覚
範

(
一
〇
九

一
頃
)
の
頃
す
で
に
安
然
説
に
対
す
る
批
判
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
聖
昭
が
伝
え
る
覚
範
の
批
判
は
、
安
然
説
が
新

・
旧

『仁

王
経
』

に
説
く
五
菩
薩
を
機
械
的
に
併
記
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。

覚
範
は
新

・
旧

『仁
王
経
』
五
菩
薩
の
関
係
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
見
る
。

表
二
、
覚
範
説
に
よ
る
新

・
旧
五
菩
薩

の
対
応
関
係

五
方
菩
薩

五
大
力
菩
薩

中
方
金
剛
波
羅
蜜
多
菩
薩

一
金
剛
吼
菩
薩

南
方
金
剛
宝
菩
薩

二
龍
王
吼
菩
薩

東
方
金
剛
手
菩
薩

三
無
畏
十
力
吼
菩
薩

北
方
金
剛
薬
叉
菩
薩

四
雷
電
吼
菩
薩

西
方
金
剛
利
菩
薩

五
無
量
力
吼
菩
薩

こ
の
覚
範
説
に
依
拠
し
、
新

・
旧

『
仁
王
経
』
五
菩
薩
の
対
応
関
係

を
説
明
す
る
も

の
と
し
て
は
、
静
然
撰
(
3
)

『行
林
抄
』

一
六
に
載
せ
る
二

図
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『行
林
抄
』
の
二
図

は
、
い
ず
れ
も
西

方
上
位

の
十
字
形
の
諸
尊
配
置
図
で
、
上
段
の

一
図
が
五
方
菩
薩
、
下

段
の

一
図
が
五
大
力
菩
薩

の
図
と
な

っ
て

い
る
。
『行
林
抄
』
は
こ
の

二
図
で
、
新

・
旧

『仁
王
経
』

に
説
く
五
菩
薩

の
対
応
関
係

を
明

か

す
。『行

林
抄
』
の
図
は
、
新

・
旧

『仁
王
経
』
五
菩
薩

の
対
応
関
係

を

二
六
〇

持
物
等
で
図
像
学
的

に
説
明
す
る
な
ど
、
覚
範
説
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
新
し
い
傾
向
を
示
す
。
こ
の
傾
向
は
、
静
然
の
師
で
あ

る
相
實

(
一

○
八

一
～

一
一
六
五
)
(
4
)

の
図

に
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
相
實

の
図
も

『
行
林

抄
』
と
同
様
、
覚
範
説
に
従

い
一
の
金
剛
吼

を
中
方
に
配
し
、
残
り
の

二
、
三
、
四
、
五
の
菩
薩
を
南
、
東
、
北
、
西
の
順
で
置

い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
台
密
の
五
大
力
菩
薩
め
配
置
法
に
お
い
て
は
、
安
然

説
よ
り
、
覚
範
等
の
説
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
『行
林
抄
』

の
二
図
や
相
實
の
図
は
、
単
に
諸
尊
の
配
位
を
示
し
た
案
と
見
る
の
が

穏
当
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
れ
ら
の
配
位
案
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
修

法
本
尊
と
し
て
作
画
さ
れ
た
形
跡
も
見
当
た
ら
な
い
。

二

五
大
力
菩
薩
を
中
尊
と
す
る
台
密
の
仁
王
経
曼
茶
羅
と
し
て
は
、
石

山
寺
聖
教
中
の
白
描
図
の

一
本
(
5
)

(鎌
倉
後
期
写
)
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
石
山
寺
本
は
、

こ
れ
ま
で
台
密
と

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
も

の
だ
が
、
今

回
の
考
察

で
、
こ
の
本
の

成
立
に
は
山
門

の
学
匠
の
説
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
れ
は
、

つ
ぎ
の
二
つ
の
事
実
か
ら
わ
か
る
。
①
、
石
山
寺
本
の
中

尊
五
大
力
菩
薩
の
配
置
法
は
、

一
の
金
剛
吼
菩
薩
を
中
央
に
、
二
、
三
、

四
、
五
の
四
大
力
菩
薩
を
南
、
東
、
北
、
西

に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
さ
せ
る

と
い
う
も

の
で
、
前
述
の
覚
範
等
の
説
と
同
じ
内
容
と
な

っ
て
い
る
こ

と
。
②
、
曼
茶
羅
の
構
成
に
至
っ
て
は
、
『
仁
王
経
儀
軌
』

の
み
な
ら
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ず
、
長
宴

(
一
〇

一
六
～

一
〇
八
一
)
記
の

『
四
十
帖
決
』
(
6
)

七
所
載
の
師

説
、
す
な
わ
ち
皇
慶

(九
七
七
～

一
〇
四
九
)
伝

の
道
場
観
と
略
図
に
大

筋
で
依
拠
し
て
い
る
こ
と
。

石

山
寺
本
は
、
東
密
の
仁
王
経
曼
茶
羅
の
い
ず
れ
の
形
式
と
も

一
見

し
て
異
な

っ
て
い
る
。
こ
の
石
山
寺
本
は
、
北
方
上
位
の
四
重
壇
を
構

成
し
、
五
大
力
菩
薩
が
位
置
す
る
中
心
の
フ
レ
ー
ム
を
輪
宝
形
に
す
る

と
こ
ろ
が
特
異
で
あ
る
。
ま
た
、
尊
像
の
姿
は

一
切
描
か
れ
ず
、
月
輪

中
の
尊
名
の
墨
書
の
み

に
て
五
大
力

(対
応
の
五
方
菩
薩
は
、
一
部
顕
教

名
で
記
さ
れ
る
)、

四
摂

・
内
四
供
の
配
位
を
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
こ

と
か
ら
、
石
山
寺
本
は
実
際
の
修
法
で
用
い
る
曼
茶
羅
の
下
図
的
存
在

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

石
山
寺
本
の
構
成
は
、
阿
闍
梨
の
口
伝
に
重
き
が
お
か
れ
て
い
る
た

め
、
儀
軌
の
み
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
石
山
寺

本
の
中

心
部
の
フ
レ
ー
ム
が
輪
宝

(四
幅
輪
)
の
形
と
な

っ
て
い
る

の

は
、
『
四
十
帖
決
』
所
載

の
皇
慶
の
道
場
観
に
出

て
く

る
十
二
幅
輪
の

イ
メ
ー
ジ
を
引
く
も

の
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
石
山
寺

本
で
は
十
二
幅
を
四
幅

に
省
略
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
諸
尊
を
輪
宝
上

に
配
置
す
る
た
め
の
措
置
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
石
山
寺
本

の
よ
う

に
、

新

・
旧

『仁
王
経
』
、
『
仁
王
経
儀

軌
』

の
尊
名
を
各
々
併
記
す
る
表
現
は
、
『
四
十
帖
決
』
の
道
場
観
に
、

金
剛
波
羅
蜜
多
あ
る
い
は
、
金
剛
吼
の
い
ず
れ
と
も
と
れ
る
中
尊

の
曖

昧
な
記

述
が
あ
る
こ
と
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き

五
大
力
菩
薩
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て

(井
ノ
上
)

る
。!
い
ず
れ

に
せ
よ
、
台
密
に
は
、
新

・
旧

『仁
王
経
』、
『
仁
王
経
儀

軌
』
の
諸
尊
を
対
応
さ
せ
て
結
び
つ
け
る
伝
統
が
あ
る
の
で
、
石
山
寺

本
も
こ
れ
に
倣

っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
石
山
寺
本

の
表
記
で
は
、
あ
く
ま
で
も
五
大
力
菩
薩
が

主
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に

注
意
を
要
す
る
。

三

つ
ぎ
に
、
台
密
諸
師
が
仁
王
経
法

の
本
尊

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

た
か
と
い
う
問
題
を
考
察
し
よ
う
。

(
7
)

『
阿
娑
縛
抄
』
七
三
に
引
く
院
昭
の

『
聖
行
房
決
』
に
よ

る
と
、
皇

慶
は
、
仁
王
経
法
の
本
尊
と
し
て
、
五
大
力
菩
薩
の
絵
像
と
か
曼
茶
羅

を
懸
け
て
い
た
こ
と
が

わ
か

る
。
ま
た
、
(
8
)

『
阿
娑
縛
抄
』

の
著
者
承
澄

は

「
大
原
決
」、
す

な

わ
ち

『
四
十
帖
決
』

に
い
う
仁
王
経
法
の
本
尊

を
五
大
力
菩
薩
に
限
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
長
宴
自
身
は
、
儀
軌
所
説
の
金
剛
波
羅
蜜
多
と
同
体
と
さ

れ
る
般
若
菩
薩
を
仁
王
経
法
の
本
尊
と
し

て

い
た

こ
と
が
、
同
じ
く

(
9
)

『
阿
娑
縛
抄
』
の
伝
に
よ
り

わ
か

る
。
前
述

の

『
四
十
帖
決
』
に
新

・

旧
い
ず
れ
の
菩
薩
と
も
と
れ
る
中
尊
の
曖
昧

な
記
述
が
あ
る
の
は
、
実

に
長
宴
の
仁
王
経
法
に
対
す
る
本
尊

の
多
様
性
が
関
係
し
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

実
際
、
良
祐

(
一
〇
五
九
～
一
一
三

一
)
撰

の
(
1
0
)

『三
昧
流
口
傳
集
』
上

に
、
先
師
安
慶
、
長
宴
上
綱
の
説
と
し
て
、
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

二
六

一
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五
大
力
菩
薩
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て

(井
ノ
上
)

例
え
ば
、
仁
王
経
法
を
修
す
際
、
般
若
菩
薩
像
は
必
ず
し
も
安
置
し
な

く
て
も

よ
い
と
し
、
こ
れ
に
代
え
て
五
大
力
菩
薩
の
三
昧
耶
曼
茶
羅
を

請
用
す

べ
し
と
説
く
。
こ
の
記
述
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
長
宴
は
、
仁
王
経

法
に
お

い
て
般
若
菩
薩
と
五
大
力
曼
茶
羅
と
を
同
等
と
見
做
し
、
こ
の

二
種
類

の
本
尊
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
長
宴

ら
の
口
伝
で
は
、
後
者

の
方
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ

ま
で
の
考
察
か
ら
、
台
密
で
は
、
皇
慶

に
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
五

大
力
菩
薩
を
仁
王
経
法

の
本
尊
と
し
て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
皇

慶
の
弟
子
長
宴
、
安
慶
の
代

に
は
、
五
大
力
菩
薩
を
中
尊
と
す
る
石
山

寺
本
の
よ
う
な
曼
茶
羅
が
、
般
若
菩
薩
像
と
と
も
に
、
台
密
の
仁
王
経

法
の
本
尊
と
し
て
定
着
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

長
宴
が
仁
王
経
法
の
本
尊
と
し
て
五
大
力
菩
薩
を
請
用
し
て
い
た
こ

と
は
、

東
密

の
寛
信

(
一
〇
八
四
～

一
一
五
三
)
撰
(
1
1
)

『
傳
受
集
』
四
に
も

触
れ
ら
れ
て
お
り
、
当
時

の
有
名
な
話
で
あ

っ
た
と
推
察
で
き
る
。

四

最
後

に
ま
と
め
と
し
て
、
台
密
側
で
何
故
に
五
大
力
を
中
尊
と
す
る

仁
王
経
曼
茶
羅
が
考
案
さ
れ
た
か
若
干
の
私
見
を
述
べ
よ
う
。

皇
慶

・
長
宴
が
石
山
寺
本

の
よ
う
な
五
大
力
を
中
尊
と
す
る
仁
王
経

曼
茶
羅
を
考
案
し
て
い
た
こ
と
は
、
以
上
の
考
察
か
ら
も
十
分
承
認
さ

れ
て
よ
い
。
彼
ら
が
活
躍
し
た

一
〇
世
紀
末
か
ら

一
一
世
紀
初
め
頃
と

い
え
ば
、
偶
然
に
も
、
東
密

の
二
大
流
派
で
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
仁
王
経

二
六
二

曼
茶
羅
が
考
案
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
広
沢
流
寛
朝

(九
一
六
～
九

九
八
)
の
般
若
菩
薩
の
曼
茶
羅

と
小
野
流
仁
海

(九
五
一
～
一
〇
四
六
)

の
不
動
明
王
の
曼
茶
羅
が
そ
れ
で
あ
る
。
(
1
2
)

こ
の

一
〇
世
紀
末
、

一
一
世
紀
初
め
頃
は
、
東
密
、
台
密
と
も

に
諸

流

の
分
派
が
は
じ
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
皇
慶
、
長
宴

は
、
東
密

に
対
抗
し
て
台
密
独
自
の
石
山
寺
本

の
よ
う
な
五
大
力
に
よ

る
仁
王
経
曼
茶
羅
を
考
案
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の

背
景
に
は
、
新

・
旧

『仁
王
経
』

の
五
菩
薩

を
対
応
さ
せ
る
と
い
う
台

密

の
伝
統
が
あ

っ
た
こ
と
は
前
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

1

大
正
蔵
六
一
巻
五
〇
二
頁
中
―
五
〇
三
頁
上

2

大
正
図
像
九
巻

一
二
七
頁
中

3

大
正
蔵
七
六
巻

二
二
七
頁

4

大
正
図
像
九
巻

一
二
七
頁
中

5

大
正
図
像

一
二
巻
別
紙
九

6

大
正
蔵
七
五
巻
八
九
〇
頁
上
―
中

7

大
正
図
像
九
巻

一
二
六
頁
下

8

大
正
図
像
九
巻

一
二
六
頁
下

9

大
正
図
像
九
巻

一
二
八
頁
中

10

大
正
蔵
七
七
巻

一
二
頁
下

1
1
大
正
蔵
七
八
巻
二
四
九
頁
下

12

錦
織
亮
介

「仁
王
経
曼
茶
羅
図
の
形
式
―
儀
軌

と
図
像
の
間
―
」
『仏

教
芸
術
』

一
〇

一
号
参
照
。
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